
   
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 8 月 12 日発行 

第 16 号 

編集：歴らぼ編集部 通信 

01 歴史文化学科の活動 

1.  
 

目次  0１ 歴史文化学科の活動  02 歴らぼ活動ほか  

歴らぼ通信の刊行は、これで 16 号となりました。歴らぼ通信では、歴史文化学科における様々な活動

を紹介しています。通信に記載される記事の多くは、ホームページ「歴らぼの WEB サイト」

（http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun）でも紹介していますので、そちらもご覧下さい。なお、

各記事を書いた学生の年数は記事の時期に合わせています。 
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東谷ゼミ巡検＠高野山 

 
2022 年 5月 29日、東谷ゼミ 2・3年生は高野

山へ行きました。今回は仏教史を専門とする大

学院博士課程の院生の方にも解説して頂き、豊

臣秀吉や明智光秀ら歴代武将の墓や弘法大師の

廟のある奥之院や金剛峯寺を代表する大塔など

を見学しました。数多くの墓があり、ゼミ生の

中にも先祖の墓に手を合わせる人もいました。

巡検では、2・3回生の交流が深まり、良いきっ

かけとなりました。境内の至る所で無料の温か

いほうじ茶が振舞われており、登山の一服とし

て気持ち良いものでした。少し行程にトラブル

があったものの、それも良い思い出となりまし

た。（3回生・柴山和弥） 

この「甲南大学の学芸員養成課程」展は、甲南大学

開学 70 周年記念事業の一環として開催しました

（本学 5 号館 1 階ギャルリー・パンセ・2022 年

3 月 4 日～15 日）。本学の学芸員養成課程は、歴

史文化学科が開設された 2001 年に始まりまし

た。この展示では、学芸員養成課程をめぐる講義

のうち、博物館実習ⅡとⅢにおける成果の一部を

紹介しました。博物館実習Ⅱでは、甲南大学博物

館を立案するという企画に取り組み、受講生らの

考えたプランを、また、博物館実習Ⅲでは、受講生

がそれぞれに経験した館園実習の内容を表すポス

ターをいくつか掲示ました。そのほか、関連する

活動として白鶴美術館との連携についても紹介し

ました。短い会期でしたが、学生の頑張りで良い

展示となりました。（文責・鳴海邦匡） 

「甲南大学の学芸員養成課程」展の開催（2022 年 3 月 4 日～15 日） 
 



 

上図：ベスレム精神病院 

[典拠] Sarah Rutherford, The Victorian Asylum, Shire, 2008, 

p.9.より引用。 

イギリスでは、18 世紀後半からの都市化に

伴い、精神疾患の治療の場となった精神病

院は正気と狂気の境界線を引く役割を担っ

た。しかし、精神病院の過剰収容問題に加

え、第一次世界大戦時の戦争神経症の多発

により、施設による線引きに限界が訪れた。

そこで、戦後にコミュニティ・ケアが導入さ

れ、地方自治体やボランタリー団体、ソーシ

ャル・ワーカーなどが精神医療に参入した。

その結果、教育や労働といった新たな視点

からの線引きが行われるようになり、境界

線が複雑化した。狂気に病名がつけられ、細

分化されることで、軽い不調でも精神疾患

に当てはめることが可能となり、正常(正

気)の範囲が縮小されていったのではない

かと考える。 

2021 年度卒業論文・田口智子（髙田ゼミ）： 
イギリスにおける精神病院とコミュニティ・ケア 1890－1930－揺れ動く正気と狂気の世界戦－ 

 

 

 

 

‐０２‐ 

 

東谷ゼミ巡検＠彦根 

 

 

 

2021年度卒業論文・栫晴哉（髙田ゼミ）：マルキ・ド・サドの幸福論－道徳観念と快楽原則からみる善悪の彼岸－ 

 
 

2022 年 3 月 31 日、東谷ゼミ一行は彦根に行きました。

東谷先生の詳しい解説と共に彦根城や玄宮園、足軽屋敷

などをまわりました。彦根城博物館では、「井伊の赤備

え」と呼ばれる甲冑や美術工芸品が数多く展示されてお

り、井伊家と彦根の豊かな歴史を学びました。彦根城で

は傾斜 60 度の階段を登ったのですが、壁を登っている

気分でした。生憎天候には恵まれませんでしたが、ひこ

にゃんが想像の倍可愛くて、癒されました。待って見た

甲斐があったと思います。就職活動の息抜きにもなって

楽しかったです。（3 回生・徳留亜美） 

18 世紀末に起こったフランス革命の、黎明から終焉までの全てを生きた

文学者マルキ・ド・サド。「サディズム」の由来となったサドは、性倒錯や

残虐性、暴力といった「悪」を描く「夜の太陽」として従来研究されてき

た。しかし本論文では、文学と現実で起こった革命の交差点にサドを位置

付け、彼の言説が新旧の秩序を繋ぐ中間的存在であったことを主張する。

その立証のために、サドの略歴と言説に時代背景を照合し、社会が「幸福」

という新たな理念へ向かった道程を明らかにした。そして、「性と哲学」、

「美徳と悪徳」の二項対立のテーマから、フランスの政治文化において、

いかにしてサドが新たな時代の「日の出」となったかを論考した。 

 

 

左図：サド侯爵、王政復古の幻想画 

［典拠］ W.レニッヒ／飯塚信雄訳(1983)『サド』理想社、55 頁より引用。 



 

2021 年 12月 24日、鳴海ゼミでは、活動の一環として、

灘の酒蔵の菊正宗酒造記念館と、白鶴酒造資料館に行きま

した。菊正宗酒造記念館では、日本酒の作り方や酒樽の製

造について、使用されていた道具を示しながら職員の方に

解説して頂きました。道具をうまく使いながら、全て人力

で行っていた当時の様子が知れて、とても面白かったで

す。白鶴酒造館では、実際に稼働していた酒蔵での見学だ

ったため、工程から杜氏・蔵人の生活まで見学することが

出来ました。両館では色々な日本酒の試飲もできました。

私も含め、日本酒が初めての学生もいましたが、とても新

鮮で楽しい時間でした。（2回生・前田彩花） 

2021 年度卒業論文発表会に参加して 
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私は、2022 年 2 月 25日（金）に 523 教室で行われた

卒業論文発表会に参加しました。オンラインも含めて 25

名が参加するなか、5 名の４回生が卒論内容を報告する

とともに、後輩からの質問に答えました。どの発表もよ

く調べられた内容で、すごいなと感じるとともに来年度

に卒論を執筆する自分としてはプレッシャーに感じまし

た。特にかつて 3年生時のゼミ報告で聞いたものが、卒

論として緻密な形になったことに驚きました。また、自

分の研究内容に近い卒論も報告されていたので、とても

参考になりました。（3回生・伊藤啓太） 

紀行文からはかつての東海道は伊勢参宮などの信

仰が重要であったことがわかりました。フィールド

ワークからは現代の旅人は信仰的な要素はなく、健

康面で歩かれている方が多くいました。また、東海

道は他の街道と比べても平坦・往来するための交通

機関の充実など、良い意味で「丁度良い」街道であ

ったということがわかりました。本研究では 11人

の東海道を歩く旅人にインタビューをしました。5

分以内で終わる短いインタビューでしたが、非常に

有意義な時間を過ごすことができ、人との出会いの

大切さを学ぶことができました。一期一会という言

葉がありますが、街道歩きはまさしくこの言葉その

ものだと思います。私はこれからも街道歩きという

趣味を続けていくので、旅を通じて多くの人に出会

うと思います。また日常生活においても、多くの人

に出会うでしょう。そのような人との出会いを大事

にするということを学ぶことができました。 

2021 年度卒業論文・三宅正晃(出口ゼミ)：街道を歩く人々―旅人にとっての東海道とは何か― 

東海道歩きは京都の三条大橋か東京の日本橋から始まり
ます。写真は三条大橋ですが、旅の始まりには『東海道中
膝栗毛』の主人公である弥次さんと喜多さんが出迎えてく
れます。（撮影日：2021 年 10 月 7日） 

私は高校時代から歩くことが好きだったのですが、大学３年になりより長い距離を歩くことが好きになりまし

た。その中で全長 496キロの東海道を 14日かけて歩いたのですが、道中では私のように東海道を歩いている旅

人を何人か見かけ、「この人たちは何故東海道を歩いているのだろう？」という疑問が生まれ、そこから始まった

のが私の研究です。研究方法は、①中世～近代の旅人が東海道を歩いた際に記した紀行文を読む、②フィールド

ワークとして実際に東海道を歩き、自ら体験すること、③そこで出会った旅人にお話を伺うことです。これによ

り「現代の旅人はなぜ東海道を歩くのか」、「現代の旅人にとっての東海道とは」を明らかにしたいと考えました。 

鳴海ゼミ巡検＠灘の酒蔵めぐり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歴らぼ読書班巡検＠司馬遼太郎記念館 

編集：畑匡洋（代表・3回生）・前田彩花（3回生）・佐藤葵生（２回生）・高岸敬太（2回生）・網干
理子（１回生）・鳴海邦匡（教員） 

発行：甲南大学文学部歴史文化学科  発行日：2022 年 8 月 12 日   

連絡先：〒658-8501 神戸市東灘区岡本 8-9-1 TEL078-435-2874（学科事務） 
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歴史文化学科時代は、歴史や語学の授業に出つつ、稲田先生のゼミ（東アジ

ア史）で学びました。高校までピアノを習ったことからドイツの歴史や文化

にも興味を持ち、夏休みの 1ヶ月、ドイツ・ライプツィヒの語学学校に行っ

たことが、今の進路の契機となります。中学から大学まで美術部にいたこと

も、ドイツ美術に興味を持つ契機でした。そこで美術史の分野を知り研究を

志すこととし、神戸大学大学院人文学研究科に入学、宮下規久朗先生のもと

で本格的に美術史学を学びました。日本学術振興会の特別研究員の研究費な

どでドイツのレーゲンスブルク大学に計３年間留学し、現地の先生や院生に

教わりながら研究しました。そして、16世紀のドイツの聖母像や風景画をテ

ーマに博士論文を書き、博士号を取得しました。その後大学の非常勤講師な

どを経て、2020 年から下関市立美術館の学芸員となりました。慣れないこと

も多いですが、美術作品に直に触れられる喜びを感じながら、日々を過ごし

ています。（2010 年度卒業・藪田淳子） 

下関市立美術館の学芸員として 

 

 

 

私たち読書班は、2022年 4 月 2 日に大阪府東大阪市の司馬遼

太郎記念館に行きました。司馬氏の住宅と安藤忠雄建築のミュ

ージアムで構成されている記念館は、自然の美しい庭園と現代

の建築技術が見事にマッチしていました。館内では、司馬遼太

郎の書いた小説や小説を書くために集められた資料で埋め尽く

された壁一面の本棚があり、古書好きや本好きにはたまらない

空間です。私は本好きなので、この本棚を見たときの感動は言

葉に表せないものでした。読書班は名著を読み議論するだけで

なく、巡検も行います。思っているよりも楽しい活動なので、

ぜひ一度参加してみてください。（3 回生・畑匡洋） 

 

02 歴らぼ活動ほか 

1.  

 

『ものと人間の文化史 187 地図』（2021 年刊）の紹介 

 

 

 
この本は「ものと人間の文化史」シリーズ（法政大学出版局）の

一冊として書きました。このシリーズは前から好きだったので、

そこに並べてよかったです。ちなみに、シリーズ 98 冊目の『丸

木船』（2001 年刊）は出口先生によるものです。ここで扱う地

図は、具体的な場所に関わる事業を実行するために作成されたも

ので、主に近世までの事例を対象としています。いわばそうした

「働く地図」に注目したのは、それが人や社会が土地や空間とい

かに関わってきたのかを示す資料と考えたからです。ぜひ、みな

さんも手に取って読んでみて下さい。（教員・鳴海邦匡） 

 

鳴海邦匡（2021）『地図』（ものと人間の文化史 187） 

法政大学出版局、314 頁． 
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